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Abstract 

This paper attempts at an inquiry of Tsuda S�Àkichi's scholarship on Chinese 
studies. The author discusses the academic background of Tsuda S�Àkichi in connec-
tion with his critiques of the old Sinological scholarship and Confucianism. Moreo-
ver, the author analyzes the special traits of Tsuda S�Àkichi's historiography and his 
scholarship on China which focusing upon Tsuda S�Àkichi's studies of the Confucian 
Analects and the Daoism. 
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これに解題を加えたものであり、あとの三十八冊は牧野・松平・菊池・桂

の四教授らの注解を出版したものである。対象となったのは四書五経から

老荘諸子の類、或は『唐詩選』、『古文真宝』、『蒙求』、『文章軌範』、

『近思録』、『伝習録』等である（参考資料（１）参照）。 

この全書は早稲田大学出版部の刊行であるが、刊行の意義を論じて「緒

言」の最後に「古典教育と漢籍」と題して次のように記してある。 

古典の教育は語学文学の上に於て、倫理哲学の上に於て、はた好尚

人格養成の上に於て極めて重要の位置を占むるものたり。これ西洋

諸国に於て希臘羅典等の古典が今尚盛に行はれ、我国の往時に於て

漢学教育の尊重せられし所以なり。而して漢学教育の我国に欠くべ

からざるは、啻に西洋に於ける希臘羅典の比のみにあらず、何とな

れば、其文字用語は千余年来の使用によりて我日常の言語文字とな

り、其思想好尚は牢く我国民性と結びて本邦特有の文化を形づくり

たるものなればなり。漢学教育の重要なる何ぞ多言を要せん。然る

に維新以後、西洋新学術の輸入せらるゝに及び、学者皆その珍奇精

妙なるに驚きて之が研究に熱中し、復、和漢の古典を顧るもの無か

りしを以て、漢籍の如きは概して高閣に束ねられ、年と共に散佚し

て今や容易に蒐集すべからざるに至れり。我第二の国文たる漢文の

閑却せられたること斯の如し。故に後進子弟の中には、其身の高等

教育を受けたるに拘らず、日常普通の文辞をすら綴り得ずして先輩

の嗤笑を買ふものも尠しとせず。加之古来倫常の大則と崇められた

る古聖賢の格言も古典の衰廃と共に痛く其威厳を失ひ、復後進を律

する能はざるに至りたるを以て放縦自恣の弊風は日に益、甚しから

んとす。是に於てか古典教育の忽にすべからざること、遍く識者の

間に認められ、一世の気運、亦、漸くに往時の漢籍を回顧するに至

れり。 

この全書の刊行は大人気を博し「爆発的売行き」を示した。それは刊行

に携わった人々の意図が当時の大衆に好意的に迎えられた証拠である。ま
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たこれは当時まだ日本社会に旧時代の漢学に対する強い郷愁が存在してい

たことを物語る。 

「早稲田漢学」の名称が生まれたのも、そうした社会的背景と無関係で

はない。当時はまだ漢籍を愛読する人、漢詩を日常に創作する人も少くな

くはなかったのである。 

二、津田左右吉の出身及び学術背景�³

津田左右吉は明治六年（�Ä�Ë�Ê�Æ）に現在の岐阜県美濃加茂市に生まれた。

下級武士であった父から漢籍の素読を受け、小学校に入り担任の森好斎か

らも個人的に漢籍の講義を授けられる機会に恵まれた。好斎は朱子学系の

山崎闇斎の系統の学問を継いだ人である。中学校を卒業して何年かした後、

上京して東京専門学校に入り、その政治科を卒業した。 

歴史学に関心があったので、紹介されて白鳥庫吉の下に赴き、教えを受

けることになった。白鳥は東京大学史学科の教授で西域史研究の第一人者

であった。日本の東洋学を西洋の水準にまで引き上げた功労者の一人であ

る。その学風は東大在学中にドイツ人教師リース（Ludwig Riess）から受け

た実証主義を基本としている。従来、漢学者が史実としていた堯・舜・禹

の実在を否定したり、邪馬台国の場所を九州に求めたことなどにも、その

ことが示されている。なおリースは彼がベルリン大学で学んだ歴史学者ラン

ケ（Leopold van Ranke）の影響を受けている。ランケは歴史研究において各

時代・各民族の個性的特質とその質的発展を重視すべきだと主張した。また

歴史学の任務は「それが実際に何であったか」を示すことだとし、客観的歴

史叙述のための「史料批判」の厳正さを追及した。津田は白鳥の下にいた時

期に白鳥が学生時代に写したリースの英文の講義録を読んでいる。 

当時、歴史研究は政治史中心であったが、白鳥は宗教・学術・文芸など

の文化史研究こそ歴史の対象だと考えていた。しかし津田はさらにそうし

た「文化史」を歴史学の一項目としてでなく、文化史・政治史を含めて、
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歴史上の事實から観察すると實生活の上でも種�˜ の方面に於いてシ

ナ人、特に其の士人、には矯飾せられた感情の表出が多い。彼等の

言辭文章にもまたそれが著しく現はれてゐるので、そこから彼等に

特殊な修辭法が養はれても来た。彼等が聲を大にし調子を高くして

呼號するところは、必しも其の心情を如實に示すものではない。も

つとも、一面に於いては、みづから為した矯情の言行にみづから陶

酔し、或はみづから刺戟せられて昂奮することも多い。一種の遊食

の徒であり、其の地位と生活とが他人に依存する禄仕者であり、自

らすゝめ他を排して權勢を求めんとするものであり、さうして知識

人としての特殊の誇りを有する彼等士人には、彼等のかゝる生活か

ら馴致せられた病的な心理があつて、それがまたかういふ傾向をま

すます強くしたこと、さうしてそれが言辭を好み論議を好む性癖、

自己を反省することなく事實を歪曲して怪しまざる態度と結合して、

今人の論理によつては解し難い理説、放縦自恣の言議となつて現は

れることをも考へねばならぬ。#

儒家の道徳説もかゝる士人の間に發生し、かかる士人に對して説か

れたものであるから、其の真の意味を知るには、表面の生活のみで

なく、彼等の心生活の内面に立入つて観察する必要があらう。
�Ë
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!

津田のこのような研究作業は、先秦時代から前漢までにおける孔子の言

葉の「改作」の歴史を明らかにし、その言葉を正しくその改作された順序

に配当しようとするものである。そのことによって何が知られたかと言え

ば、現在の『論語』に収められて残っている孔子の言葉は『論語』二十篇

の各篇を通じて「戦国末期」の思想を反映したものが一番多いので、恐ら

く現在の『論語』は戦国末期に成立したものであろうという結論である。!

ではこの書によって果して孔子の思想を知ることができるのかというこ

とについては、第五篇第一章の「孔子の思想と儒教の学」の項で次のよう

に記している。!

論語は、おほよそにいふと、孔子のことばとして戰國時代の末のこ

ろに世に傳へられてゐたものを、いろいろの書もつから寫しあつめ

ることによつて、できてゐるのであるが、しかしさういふことばの

すべてが論語に記されてゐるのではなく、また記されてゐるもので

も孔子の時代もしくはそれに近い時代から、孔子のことばとして傳

へられて來たものは、多くはないやうであり、その多くないものの

うちにも、思想としては、ほゞ孔子の意を傳へたものと見られるも

のがありながら、ことばとしては、孔子のいつたまゝにそれを書き

あらはしたものは、ほとんど無いといつてよい。これが前篇におい

て考へたことのおほむねである。それならば、論語によつて孔子の

思想がどれだけ知られるかといふと、一つは、わづかながら、わり

あひに古くから孔子のことばとして傳へられて來たものがそこに記

されてゐるために、それによつて、いま一つは、孔子よりも後に、

孔子を宗師として次第に形づくられて來た儒家の思想の發展の過程

におけるいろいろの段階のさまざまの思想が、それぞれに孔子のこ

とばとして書きあらはされてゐるものがあり、さうしてそれらは、

孟子や荀子やの思想とひきあはせてみることのできるものであるた

めに、それらから逆に、それらの源となつた孔子の思想をおしはか

ることによつて、いくらかはそれがわかるやうである。前篇の第二

章で考へたことには、かういふ考へかたによつたところがある。そ
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#

このようにして推知した孔子の思想を彼は次のように概括している。#

一、孔子の思想は人の道徳に関するものと政治の道に関するものの二つ

である。#

二、道徳思想は士大夫の身分にあるものについて語られていて一般民衆

の道徳には触れていない。#

三、道徳は君臣とか父子とか定まった関係にある個人対個人の道徳であ

り、集団的意義に於いての社会道徳は説かれていない。#

四、政治は君臣すなわち治者の立場から説かれ、民衆は個々に君主に従

属する政治の対象としてしかみなされていない。#

五、政治は小さい君主のせまい範囲の領土における政治しか考えられてい

ない。#（天下を対象とした政治を説くのは『孟子』）#

六、政治は現在の政治形態を前提として説かれていて、現にあるものと

異った新しい政治形態を考えてはいない。#

#################################################
%'#『津田左右吉全集』第%!巻、)+$,)+! 頁。#
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とはできない。しかも、『孟子』は楊墨をはじめ、しきりにはげしく異端

を攻撃しているが、一言も『老子』について触れていないので、『老子』

の出現は『孟子』以後でなければならない。さらに、儒家の書で『老子』

の説に対する批評は『荀子』に初めて現われるから、『老子』の出現（成

立）は「孟子以後、荀子の前」ということになると断定する。 

しかし、現在伝えられている『老子』が成立当初のままであるとは考え

られず、自家矛盾する言説や不純な分子が混入していることから考えて、

「老子は一たび著作せられてから、ほぼ今の形を具えていたらしい漢初ま

での間に種々の変化を経過し、道家の間に新しい思想が生じ或は附加され

るに従い、幾人かの手によって長い間にさまざまの添削が施された」もの

としている。 

荘子についても彼は「荘子もまた歴史的人物であったかどうか疑わし

い」とし、『荘子』の成立についても、各篇の思想や説話を分析した上で

「戦国末から漢初にかけて、幾人かの逸名の作者の手に成るもの」と論じ

ている。 

『老子』の思想については第二篇第一章「『老子』の思想」の項で次の

ように記している。 

われわれは先づ「老子」の書が、一體、何を説いてゐるのかを考へ

てみなければならぬ。後人の注釋と附會との一切を抛ち去つて文字

どほりに「老子」の首尾を通觀するものは、それが天下を治める術

と世に處する法とを反覆縷説したものに過ぎないことを容易に看取

するであらう。今の本の八十餘章のうち、直接にこの問題を取り扱

つてゐないものは僅かに十章内外にとゞまるのを見ても、それは明

かである。もつとも今の本が「老子」の原の姿でないことは既に説

いたとほりであるが、後から加へられたものと見るべき部分を除き

去つても、この點においてはさしたる變りが無いのであり、また後

人の添加にも處世の法・政治の術が説いてあるとすれば、よしその

思想に一致しないところがあるにせよ、さういふものの添加せられ
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